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年
頭
の
あ
い
さ
つ

長

門

市

長

福
　
田
　
政
　
則

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
六
十
三
年

の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
市
政
推
進
に
、
市

民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
わ
が
国
の

経
済
は
、
内
需
拡
大
政
策
に
よ
り

明
る
い
き
ざ
し
が
見
え
ま
す
も
の

の
、
円
高
や
貿
易
摩
擦
等
に
よ
る

景
気
の
停
滞
が
依
然
と
し
て
続
い

て
お
り
ま
す
。

又
、
地
方
に
と
り
ま
し
て
も
、

財
政
の
硬
直
化
、
行
政
の
多
様
化

等
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

更
に
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際

化
な
ど
新
し
い
時
代
の
流
れ
の
中

で
、
社
会
経
済
、
市
民
生
活
の
分

野
に
著
し
い
変
化
が
生
じ
て
き
て

お
り
、
市
政
も
新
た
な
視
点
に
立

っ
た
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
厳
し
い
環
境
の
中
で

昨
年
は
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し

た
第
二
次
長
門
市
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
仙
崎
小
学
校
屋
内
運
動
場

の
建
設
、
駅
南
区
画
整
理
事
業
な

ど
の
諸
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

特
に
山
陰
自
動
車
道
が
鳥
取
～

長
門
～
美
祢
と
、
路
線
決
定
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
本
市
に
と
り
誠

に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
言
え
る
で

あ
り
ま
し
よ
う
。

本
年
は
、
こ
れ
の
早
期
着
工
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
と
と
も

に
、
青
海
島
観
光
基
地
造
成
事
業

を
は
じ
め
、
深
川
中
学
校
プ
ー
ル

の
建
設
、
総
合
運
動
公
園
事
業
の

着
手
な
ど
、
社
会
資
本
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
「
う
る
お
い
と
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、

若
者
が
住
み
た
く
な
る
ア
ミ
ニ
テ

ィ
シ
テ
ィ
ー
の
創
造
に
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
年
が
本
市
に
と
り
ま
し
て

も
、
又
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
も

輝
か
し
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
　
元
旦

年
頭
の
あ
い
さ

つ

長
門
市
議
会
議
長

藤
　
井
　
泰
　
治

長
門
市
民
の
皆
様
、
輝
か

し
い
希
望
に
満
ち
た
昭
和
六

十
三
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
、

市
議
会
を
代
表
し
、
つ
つ
し

ん
で
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
長
門
市
議
会
は
、
昨

年
二
月
に
定
数
を
二
名
削
減

し
、
新
し
く
二
十
四
名
の
議

員
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
も
円
高
、
ド
ル
安
の

経
済
情
勢
の
下
で
。
本
市
に

お
い
て
も
き
び
し
い
財
政
状
況
の

中
、
産
業
、
生
活
の
基
盤
整
備
や

教
育
施
設
整
備
な
ど
が
着
々
と
進

め
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ご
同

慶
に
存
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、

な
お
き
び
し
い
社
会
経
済
情
勢
お

よ
び
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
方
の
声
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
最
善
の
努
力
を
続

け
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
を
迎
え
、

さ
ら
に
心
機
一
転
、
よ
り
充
実
し

た
議
会
活
動
を
は
か
り
、
議
会
審

議
を
通
し
て
皆
様
方
の
負
託
に
お

応
え
ず
べ
く
決
意
を
固
く
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の

経
済
は
、
ゆ
る
や
か
で
は
あ
り
ま

す
が
景
気
が
回
復
し
つ
っ
あ
る
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
市

に
と
り
ま
し
て
は
、
な
お
引
き
続

き
、
き
び
し
い
財
政
事
情
の
中
で

各
種
事
業
等
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

観
光
と
農
林
水
産
業
を
柱
と
す

る
本
市
は
、
今
年
早
々
永
い
間
の

念
願
で
あ
り
ま
し
た
観
光
船
基
地

造
成
の
工
事
も
着
工
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
こ
れ
に
続
き
、
総
合
保

養
地
域
整
備
法
（
別
名
、
大
規
模

リ
ゾ
ー
ト
法
）
の
萩
・
長
門
地
域

へ
の
整
備
促
進
を
図
り
、
ま
た
、

四
全
総
に
も
と
づ
く
山
陰
自
動
車

道
（
鳥
取
・
美
祢
間
）
の
早
期
実

現
に
向
っ
て
官
民
一
体
と
な
っ
て

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
長
門
の
イ
メ
ー
ジ
・
ア
ベ
フ

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
農
林
業
に
つ
い
て
も
本

市
基
幹
産
業
で
も
あ
り
、
基
盤
整

備
づ
く
り
、
後
継
者
育
成
へ
と
議

会
一
丸
と
な
り
努
力
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
　
元
旦

成
　
人
　
式

1
月
3
日

受
付
開
始
　
9
時
3
0分

式
典
開
始
　
1
0時

場
所
　
中
央
公
民
館
講
堂

御

用

始

め

1
月
4
日

通
常
ど
お
り
執
務
し
ま
す

出
　
初
　
式

1
月
5
日

式
典
開
始
　
9
時

場
所
　
中
央
公
民
館
講
堂

午
前
7
時
に
消
防
団
員
招
集
の

た
め
、
サ
イ
レ
ン
ニ
声
を
吹
鳴

し
ま
す
。

午
前
1
0時
3
0分
か
ら
庁
舎
前
を

観
閲
行
進
し
ま
す
の
で
、
道
路

が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
お
急
ぎ
の
方
は
、
他
の

道
路
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。



1
2月
定
例
市
議
会
お
わ
る

一
般
会
計

予
算
総
額
は

7
6
億
２
，
６
４
５
万
円
に

1
2月
定
例
市
議
会
は
、
9
日
か

ら
、
1
1
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
は
、
市
税
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
2
5議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

1
1日
に
は
2
人
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
1
2日
に
は

公
有
水
面
の
埋
立
な
ど
3
議
案
を

審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
な
ど
残
り
の
議
案
に

つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

1
9日
の
本
会
議
で
、
各
常
任
委

員
長
か
ら
、
審
議
の
経
過
と
結
果

の
報
告
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

○
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
と
も

な
う
も
の
で
、
個
人
住
民
税
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
税
率
を
1
3段
階

か
ら
7
段
階
に
改
正
。
基
礎
控
除

を
2
万
円
引
上
げ
2
8万
円
に
、
配

偶
者
特
別
控
除
額
1
4万
円
の
新
設

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

市
職
員
の
給
与
を
国
に
準
じ
て

改
定
す
る
も
の
で
す
。

○
昭
和
6
1年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

一
般
会
計
で
は
、
1
億
2
7
2

1
万
2
5
5
9
円
の
決
算
剰
余
金

が
生
じ
ま
し
た
。
公
債
費
比
率
は

1
2
％
で
前
年
度
よ
り
0
.
4
％
上
回
っ

て
い
ま
す
。

○
昭
和
6
2年
度
一
般
会
計
補
正
予

算3
億
9
6
3
5
万
4
千
円
を
補

正
し
て
、
予
算
総
額
が
7
6
億
2

6
4
5
万
9
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、

・
総
務
費
　
退
職
手
当
、
リ
ゾ
ー

ト
構
想
推
進
委
員
会
負
担
金
、

交
通
安
全
施
設
整
備
工
事
費
、

・
農
林
水
産
費
　
長
門
海
域
総
合

開
発
県
営
事
業
費
の
負
担
金
、

人
工
礁
漁
場
造
成
負
担
金
、
仙

崎
漁
港
修
築
県
営
事
業
負
担
金

・
土
木
費
　
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

県
営
事
業
負
担
金
、
深
川
湾
海

岸
侵
食
対
策
県
営
事
業
負
担
金

・
教
育
費
　
仙
崎
小
学
校
屋
内
運

動
場
ど
ん
帳
購
入
、
深
川
中
学

校
駐
車
場
境
界
整
備
工
事

・
災
害
復
旧
費
　
農
地
１
件
、
農

業
用
施
設
3
件
、
林
道
3
件
、

河
川
4
件
、
道
路
6
件
の
工
事

費
、
な
ど
で
す
。

新
庄
さ
ん
に
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞

1
1月

3
0日
、
県
庁
で
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
の
授
賞
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
水
準
が
高
く
、
将
来
性
の
あ
る
芸
術
文
化
活

動
を
続
け
て
い
る
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
今
年
度
の
受
賞
者
は

県
下
で
4
人
で
す
。

新 庄 貞 嗣さん
37 歳

( 三の瀬区)
萩焼 作家 で、 日本工

芸 会の正 会員 。 14代助

右衛門 を襲名 して作 陶

活動中。こ れまで県美

展で最優秀賞 な ど多数

の受 賞歴 があ り ます。

償却資産の申告は
２月1日までに

土地、建物及び自動車税が課せ
られる車両以外の事業 用の資産（
償却資産）の所有者は、毎年1 月
1 日現在における当該償却資産に
ついて、その所在、種類、数量、
取得時期、取得価格、耐用年数、
見積価額、その他償却資産の価格
の決定に必要な事項を、2 月1 日
までに当該償却資産の所在地の市
町村長に申告が必要です。

申告書の必要な方、申告につい
てのご相談は、市税務課へお問い
合せください。

なお、船舶（漁船、観光船）に
ついては、別途通知いたします。
※ 詳しいことは、市税務課固定資

産税係へ。
内線　124 ・125

昭
和
6
3

年
度保
育
園
児
の
募
集

受
付
期
間
は

1
月
4
日
か
ら

1
月
3
0日
ま
で

4
月
1
日
入
園
予
定
の
0
歳
か

ら
5
歳
ま
で
の
保
育
園
児
を
募
集

し
ま
す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
申
請
方
法

受
付
場
所
に
備
え
つ
け
て
あ
る

申
請
書
に
よ
り
申
請
し
て
下
さ
い
。

・
入
園
の
決
定

提
出
さ
れ
た
申
請
書
に
よ
り
調

査
を
行
い
入
園
可
否
の
決
定
を
し

ま
す
。

な
お
、
そ
の
結
果
は
申
請
者
あ

て
通
知
し
ま
す
。

・
各
保
育
園
の
募
集
人
員

（
Ｏ
歳
か
ら
5
歳
）

市
立
通
　
保
育
園
　
　
九
〇
名

″
仙
崎
保
育
園
　
　
四
五
名

″
東
深
川
保
育
園
一
五
〇
名

市
立
西
深
川
保
育
園
　
五
〇
名

″
向
陽
保
育
園
　
　
六
〇
名

私
立
善
隣
保
育
園
　
　
八
八
名

・
入
園
基
準

①
母
親
が
日
中
自
宅
以
外
で
労
働

し
て
い
て
、
保
育
が
で
き
な
い

場
合
。

②
母
親
が
日
中
自
宅
内
で
児
童
と

離
れ
て
、
日
常
の
家
事
以
外
の

労
働
を
し
て
い
て
、
保
育
が
で

き
な
い
場
合
。

③
母
親
が
出
産
の
前
後
、
病
気
ま

た
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
場
合
。

④
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど

の
理
由
に
よ
り
母
親
が
い
な
い

家
庭
。

⑤
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
る

た
め
、
母
親
が
常
時
そ
の
看
護

を
し
て
い
る
場
合
。

⑥
火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

場
合
。

・
申
請
書
の
受
付
場
所

市
福
祉
事
務
所
、
通
支
所

仙
崎
支
所

※
詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

内
線
　
1
1
1
・
1
1
2



改
正
さ
れ
た

産
業
別
最
低
賃
金

山
口
県
最
低
賃
金

最
低
賃
金
は
、
工
場
や
事
業
所

に
勤
め
る
人
の
賃
金
の
最
低
額
を

決
め
た
も
の
で
す
。

す
べ
て
の
労
働
者
に
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
低

賃
金
労
働
者
の
労
働
条
件
を
改
善

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
表
の
「
産
業
別
最
低
賃
金
」

か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
、

①
年
齢
が
1
8歳
未
満
又
は
6
5歳
以

上
の
人
。

②
雇
入
れ
後
6
か
月
未
満
の
人
で

あ
っ
て
技
能
習
得
中
の
人
。

③
清
掃
、
片
付
け
の
業
務
に
主
と

し
て
従
事
す
る
人
。

④
産
業
に
特
有
な
軽
易
業
務
の
う

ち
、

⑦
食
料
品
・
飲
料
・
飼
料
・
製

造
業
で
は
、
手
作
業
に
よ
る
袋

詰
め
等
。

④
繊
維
産
業
で
は
、
雇
入
れ
後

6
か
月
未
満
の
人
及
び
糸
切
り

等
。

○
卸
売
・
小
売
業
で
は
炊
事
等

に
従
事
す
る
人
。

こ
れ
ら
の
人
は
、
山
口
県
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
山
口
労
働
基
準
局
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

0
8
3
9
⑩
6
4
6
4
へ

最低 賃 金 の名称
最 低 賃 金 額 実　施

年月日1　　日 1 時間

産
業
別
最
低
賃
金

食料品･飲料･飼料･ 製造業 3, 802円 476円

62. 12. 26

纎　　 維　　　産　　 業 3. 778円 473円
木材･木製品･家 具･装備品製造業 3, 938円 493円
出 版･ 印 刷･ 同 関 連 産 業 （ 速記･

筆耕･複写業を含む） 3, 883円 486円
窯 業･ 土 石 製 品 製 造 業
大 理 石 製 造 業 （ 石材製 造業 、石

とうろう製 造業及 び 敷石製 造業
4, 109 円

Q　QQyt 卩二l
514円
500円り 咋丶 ／　　　　　　　　　　　　　1　 ｖ ，ｖｖｌ ’‘

鵠 霖 譬 鈩 ゛ “゙ 　1 4, 07 田

電 気機 械 器 具 製造 業………………… 3. 820 円
509円
478円

卸　売　業小　売　業 3､943円3, 912円
493円
489円

山口 県最 低 賃 金 産 業 別　 低 賃 金 以外 の 産
馨

に 適 用 3, 510 円 439 円 62. 10.  1

注：1　 産業 別最低賃金 から除外 され 、山口県 最低賃金が適用となる 者の
うち、改正前から使用し てい るものについては、上記の適用除 外を
理由として賃金 を引 き下げない ようにして下さい。

2　 この最低賃金には、次の賃金は算 入されません。
○ 精・皆勤手当、通勤手当、家 族手当
Ｏ時間外、休日労働に対 する賃金
01 か月を越える期間ごとに支払 われる賃金
〇臨時に支払 われる賃金

山口県職員

採 用 選考

身体障害者が対象

○
受
付
期
間

昭
和
6
3
年
1
月
7
日
木
ま
で

○
選
考
職
種
・
採
用
予
定
人
員

事
務
：
：
3
人
程
度

○
受
験
資
格

自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護
者

な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な

人
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
才
人

１
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
Ｉ
級

か
ら
4
級
ま
で
の
人

２
S
3
3
・
4
・
2
か
ら
S
4
5
・
4

・
1
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

３
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
通

学
等
の
た
め
一
時
的
に
県
外
に

居
住
し
て
い
る
人
を
含
む
）

４
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対

応
で
き
る
人

○
試
験
日

昭
和
6
3年
1
月
1
7日

○
受
験
手
続
等
の
詳
細
問
合
せ
先

〒
7
5
3
　山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
人
事
委
員
会

0
8
3
9
⑩
3
1
1
1

受
験
申
込
書
は
、
長
門
土
木
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」

録
画
撮
り

1
1
月
1
1
日
・
1
2
日
の
両
日
、
中

央
公
民
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
、
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
よ
、
う
た
と

た
い
そ
う
の
録
画
撮
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
2
日
間
で
約
2
1
0
人

の
幼
児
が
出
演
し
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

河
本
英
夫
さ
ん
（
湯
本
区
）
は

1
1
月
8
日
、
山
口
市
で
開
か
れ
た

山
口
県
青
少
年
育
成
大
会
で
、
県

知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
、
長
門
市
青
少

年
育
成
推
進
協
議
会
の
役
員
と
し

て
活
動
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の

で
す
。

坂
本
和
磨
さ
ん
（
新
町
区
）
は

山
口
県
青
少
年
育
成
大
会
で
、
県

青
少
年
育
成
県
民
会
議
の
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

長
年
地
区
子
供
会
の
指
導
者
と
し

て
活
動
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の

で
す
。

田
中
正
治
さ
ん
（
洲
崎
町
区
）

は
1
1
月
8
日
、
小
野
田
市
で
開
か

れ
た
山
口
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推

進
大
会
で
、
県
知
事
か
ら
、
ふ
る

さ
と
づ
く
り
功
労
章
を
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
年
洲
崎
町

区
の
区
長
と
し
て
地
域
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
尽
さ
れ
た
功
績
に
よ

る
も
の
で
す
。

真
木
木
炭
生
産
組
合
（
代
表

山
根
健
男
さ
ん
）
は
1
1月
1
3日
、

山
口
市
で
開
か
れ
た
山
口
県
林
業

振
興
大
会
で
、
県
知
事
か
ら
林
業

振
興
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

松
尾
保
次
さ
ん
（
上
川
西
2
区
）

は
山
口
県
林
業
振
興
大
会
で
、
林

業
用
苗
畑
品
評
会
の
部
で
、
県
知

事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

元
日

み
ん
な
で
双
六
し
ま
せ
う
と
、

み
ん
な
の
御
用
の
す
む
と
き
を
、

待
っ
て
ゐ
る
ま
は
さ
み
し
い
な
。

遠
い
遠
い
原
っ
ぱ
で

男
の
子
た
ち
の
聲
が
す
る
。

大
戸
卸
し
て
屏
風
を
た
て
て
、

暗
い
暗
い
う
ち
の
な
か
、

お
山
の
や
う
に
さ
み
し
い
な
。

凍
て
た
表
に
か
ら
こ
ろ
と

さ
む
い
足
駄
の
音
が
す
る
。

昨
日
は
夜
を
待
ち
く
た
び
れ
て
、

今
朝
も
跳
ね
跳
ね
お
着
物
を
着
た
が
、

お
正
月
と
は
さ
み
し
い
も
の
よ
。

姉
さ
ん
學
校
へ
い
っ
ち
ゃ
っ
て

母
さ
ん
御
用
が
ま
だ
す
ま
ぬ
。

タ コあ げは 電 線 の
ないところで

タコあげ のシー ズン です。
お 父さ ま、お母 さ まへお願 い。
『タコあげ は、近 くに電線 の通って

い ない広い所 で。』お子 さまに もよく
いい聞か せてください。

タコ が電線 にかかる と、 これ をと
りはずす ための停電で、ご近 所にご
迷惑 をかけ ること もあ ります。

もし電線に
かかったとき
は、危険です
から、自分で
とらずに、も
よりの中国電
力へご連絡く
ださい。
中 国 電力 株 式 会 社長 門 営業 所　　2 - 2060



わが家のスター新春特

集

たく さんの応募あ りがと うご ざい

ました。 12月15 日までに応募 のあ っ

た方 をまとめて掲載 します。

南　 部　 ―　 喜 ちゃん

( 1 歳7 か月)
( 本町区)

明るく元気な子です。
車が大好です。このまま明る
く元気に育って欲しいと思っ

ています。
( 母　香名子さん)

神　 谷　 共　 香 ちゃん

( 1 歳2 か月)
( 新町区)

お魚が好物です。元気で明
るく人見知りしない子です。

人に好かれる子になって欲
しい。

( 母　純子さん)

嶋　 寿　 兆　 展 ちゃん
( 1 歳2 か月)

( 田屋区)

何でもめずらしいらしく、
触ってみようとする好奇心が
おう盛な子です。ワンパクで
もよい元気に育って欲しい。

( 母　恵子さん)

岡　 田　 佳　 拓 ちゃ ん
（4 歳2 か月）

雄　太ちゃん（2 歳5 か月）
（板 持3 区）

兄 の方がお となしく、弟 が
兄 を泣かすこ とがあり ます。

2 人と も、 人に迷 惑 をかけ
ない 素直な子に育 って欲しい。

（母　 富 江さ ん）

池　 永　 昇　 平 ちゃん

（3 歳2 か月）

（中山区）

おだやかな性格の子で、テ

レビマンガが大好きです。

元気で、素直に育って欲し

い。　　　（母　樹代さん）

藤　田　健　一ちゃん

( 3 歳)

( 俵山 郷 区)

車や 汽車が大好 き。 今は甘

えん坊だけど、もうすぐお兄

ちゃ んになるん だ。　この まま

す くすく大きくなあ れ。

( 祖母　 公子 さ ん)

な が と 歴 史 散 歩

第7回

九
州
の
寺
か
ら
き
た

大
寧
寺
の
鐘

深
川
湯
本
、
大
寧
寺
本

堂
（
県
指
定
文
化
財
）
の

軒
下
に
、
古
い
鐘
が
か
か

づ
て
い
る
。

高
さ
九
七
・
三
c
m
、
日

径
六
〇
・
六
c
m
、
中
型
の

梵
鐘
（
ぼ
ん
し
よ
う
＝
寺

の
つ
り
鐘
）
で
あ
る
。（
五

十
八
年
・
市
文
化
財
指
定
）

大
戦
中
、
金
属
資
源
と
し
て
、

多
く
の
鐘
が
国
に
提
供
さ
れ
た

際
、
こ
の
鐘
は
、
そ
の
価
値
が

認
め
ら
れ
、
難
を
の
が
れ
た
。

鐘
に
刻
ま
れ
た
銘
文
に
、
筑

前
州
垣
崎
庄
葦
屋
津
、
長
福
寺

と
あ
り
、
応
永
三
年
（
一
三
九

六
）
こ
の
地
の
鋳
物
師
の
手
で

造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

葦
屋
津
は
、
い
ま
の
福
岡
県

遠
賀
郡
芦
屋
町
。
遠
賀
川
河
口

の
西
側
、
茶
の
湯

の
芦
屋
釜
で
も
有

名
な
、
古
い
鋳
物

の
産
地
で
あ
る
。

し
か
し
、
銘
文

の
長
福
寺
は
、
い

ま
は
な
い
。
古
く

廃
寺
と
な
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
鐘
が
、
芦

屋
の
寺
か
ら
大
寧
寺
に
や
っ
て

き
た
い
き
さ
っ
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
因
縁
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

か
つ
て
芦
屋
の
地
を
支
配
し

て
い
た
麻
生
氏
が
、
大
内
氏
に

属
し
て
い
た
こ
と
。
大
寧
寺
八

世
・
足
翁
永
満
和
尚
が
筑
前
の

人
で
、
こ
の
地
（
遠
賀
郡
岡
垣

町
）
に
、
大
寧
寺
の
末
寺
・
竜

昌
寺
を
開
い
て
い
る
こ
と
。
麻

生
氏
の
墓
が
、
大
寧
寺
に
あ
る

と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
。
な

ど
で
あ
る
。

大
み
そ
か
、
こ
の
大
寧
寺
の

名
鐘
か
ら
、
除
夜
の
鐘
が
響
く
。

鐘
の
音
は
、
境
内
に
眠
る
大
内

義
隆
公
を
は
じ
め
、
多
く
の
み

た
ま
を
な
ぐ
さ
め
、
新
し
い
年

の
到
来
を
告
げ
る
。
　
（
Ｈ
）大 寧 寺 本 堂 の 梵 鐘

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会



1

月

健診カレンダー
日 曜 健　 診　 名 時　　 間 場　　　　所 対 象 者

5

8

11

12

/ /

13

/ /

14

18

/ /

19

/ /

20

22

25

26

27

/ /

28

29

火

金

月

火

/ /

水

μ

木

月

/ /

火

μ

水

金

月

火

水

μ

木

金

乳　児　健　診

育　児　学　級

乳　児　健　診

1歳6か月児健診

乳　児　健　診

健　康　相　談

乳　児　健　診

妊婦学級第1 課

3 歳 児 健 診

乳　児　健　診

妊婦学級第2 課

健　康　相　談

乳　児　健　診

発達クリニック

乳　児　健　診

13 :  30～14 :  30

/ /

14 :  00～14 :  30

μ

13 :  30～15 :  30

13 :  00～14 :  30

13:  15～13 :  45

13 二30～14 :  30

10 二00～11: 30

13 :  00～14二30

13: 30 ～14二30

10 二00～15 :  00

13 二00～14 :  00

13 二30～14 :  30

13 :  00～14 :  30

10: 00 ～15二00

13 :  30～15 :  00

13 二00～14 :  30

13 二00～14二00

13: 30 ～14 :  30

長 門 総 合病 院

岡田クリニック

高木小児科医院

高木小児科医院

保 健 セ ン ター

長 門 総 合病 院

保 健 セ ン ター

岡田クリニック

田 ノ 浦 会 館

通　公　民　館

長 門 総 合病 院

保 健 セ ン ター

長 門 保 健 所

岡田クリニック

斎　木　病　院

保 健 セ ン ター

渋木農村婦人の家

長 門 総 合 病 院

長 門 保 健 所

岡田ケリニック

3 か月児

3 か月児

3 か月児

6 か月児

S 62. 9月生れの児

6 か月児

S61. 7月生れの児

6 か月児

成　人

3 か月児

初回妊婦

S60. 1月生れの児

3 か月児

3か月児､6か月児

初回妊婦

成　人

6 か月児

発育や発達で気にな
る乳幼児
6 か月児

毎週木曜日 健 康 相 談 9 : 00～15 :  00 保 健 セ ン タ ー 一般成人

μ 　金 曜 日 育 児 相 談 9 : 00～15 :  00 X/ 乳幼児

生後6か月になったら、小児ガン検査（神経芽細胞腫検査）を受けましょう。
詳細は、長門保健所　 2 - 2811へお問い合せ下さい。

人権相談
日　時　1 月20日(水)

10 :  00～15 :  00
場　所　中央公民館、第2 会議室
内　容　土地の境界、借地借家の

問題、金銭貸借、家庭の
相談、その他心配ごと。

相談担当者
人権擁護委員、法務局職員

相談料　　 無　 料

ご 相談の件は 秘密 を

守 りますので 、お 気

軽 にご利用く ださい。

愛の献血にご協力を

1月7日木

長 門 市 駅　9 : 00 ～11: 30

長 門 警 察 署　13 :  00 ～14 :  00

長 門 保 健 所　14･:  30 ～16: 00

1月16日土

ながとプ ラザ　　9 : 30 ～15 :  30

消え たかな
気になる　あの火

もう一度

謹
賀
新
年

新
春
を
迎
え
、
皆
様
の

御
清
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
、
消
防
職
員
一

丸
と
な
り
、
地
域
消
防
団

や
、
各
消
防
ヶ
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
と
、
力
を
合
せ
て
災

害
の
な
い
明
る
い
郷
土
づ

く
り
の
た
め
、
力
の
限
り

努
力
を
続
け
ま
す
の
で
、

皆
様
の
’あ
た
た
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年

元
旦

昭 和62 年11月30 日現 在 の
長 門 地 区 管内 の 火 災 発生 状 況

（　）内 は 昭 和61年 同 期 の 件 数
建　 物　13 件　( 16)
林　 野　4 件　( 11)
車　 両　1 件　 （1 ）
そ の 他　2 件　 （3 ）

合　 計　20件( 31)

長門地区消防本部･消防署
長門2- 3111

表
紙
の
説
明

深
川
中
学
校
3
年
生
の
奥
嶋
や

よ
み
さ
ん
（
小
河
内
区
）
が
、
新

春
1
月
1
7日
京
都
市
で
開
催
の
。

「
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝

競
走
大
会
」
に
出
場
す
る
山
口
県

選
手
団
1
2人
の
中
の
一
人
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
大
会
当
日
は
9
人
の

走
者
で
競
い
ま
す
が
、
こ
の
走
者

に
奥
嶋
さ
ん
が
選
ば
れ
、
新
春
の

都
大
路
で
実
力
を
発
揮
で
き
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

市の人口( 12月1 日現在)

面　 積　152. 29k ㎡

人　 口　27, 407 人　（－2 ）

男　　12, 861 人 （－6 ）

女　　14, 546 人( +4)

世帯 数　8, 569 世帯（＋11 ）

（　 ）は前 月比

1 月 の 暦
1日元　日　　　　7日七　草
3 日 長門市成人式　11 日 鏡開き
4 日 御用始め　　　15 日 成人の日
5 日 長門市消防出初式　20日 大　寒

6 日 小　寒　　　　　26日 文化財防火デー
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